
47

“chance”か“hasard”か，“幸運”か“偶然”か

　認定心理士の会のイベント案内には，思わず仕事
の手が止まるようなテーマが満載です。忙しい時期
ほど，専門外の話題には素通りしがちなのに，不思議
ですよね。
そんなときにふと頭に浮かぶのが，フランスの化
学者・微生物学者ルイ・パスツールの言葉です。ノ
ーベル化学賞を受賞した北川進さんが“Chance 

favors the prepared mind”を「子どもたちに伝えた
い言葉」として紹介していて，耳なじみのある方も多
いはず。日本語では「幸運は準備された心に宿る」
と訳されがちです。ただ，フランス語の原文は“Dans 

les champs de l’observation（観察の場では），le 

hasard ne favorise que les esprits préparés（偶然
は準備された精神にのみ味方する）”。どこか印象
が違いませんか？　私がまず気になるのは，訳語のズ
レです。英語では“chance”なので「幸運」と訳した
くなる。でも，フランス語の“hasard（アザール）”は，
良いことも悪いことも含む「偶然」に近い響きがあり
ます。だから，同じ一文でも焦点が少し変わってきま
す。
なによりも大事なのは，冒頭の「観察の場では」

です。これが入ると話は「幸運をつかむコツ」では
なく，「観察していると，準備できている人には，同じ
出来事が意味のあるサイン（ヒント）として見えてく
る」という話になります。授業や仕事の現場の何気
ない一言も，準備があると拾えるけれど，なければ通
り過ぎてしまう。「準備された心」とは，やみくもな
努力というより「気づける状態」なのだと思います。
　言葉や視点が増えると，ズレが見えてきます。認
定心理士の会の企画は，その「観察の視点」を気軽
に増やせる場所です。まずは気になる回に一つご参
加を。次に出会う「偶然（アザール）」が，ちゃんと
あなたの前で意味を持ち始めるはずです。

（認定心理士の会運営委員　向居暁）

若手の会で広がる研究者の輪

　日本心理学会の若手の会に参加して，私が最も
魅力を感じているのは，フラットな関係性の中で
多様な仲間と出会えることである。通常の学会活
動では，どうしても所属機関や研究歴による上下
関係が生じやすい。しかし若手の会は，対等な立
場で意見を交わすことができる場だと思っている。
地域や所属大学の枠を超えて，近い年代や同じ境
遇にある仲間と気軽につながれる機会は，思いの
ほか貴重である。普段の研究生活では出会えない
ような共通項の多い研究者との交流は，自分の視
野を広げ，新たな発想をもたらしてくれる。
また，同じ研究者として志を共有しながら，さ

まざまな企画や活動に取り組めることも大きな意
義がある。若手ならではの柔軟な発想で，シンポ
ジウムの企画や情報発信など，多彩な活動を協力
して進めていくプロセスは刺激に満ちている。研
究への情熱や悩みを分かち合える仲間と共に活動
することで，孤独になりがちな研究生活の中でも
大きな支えを得ることができると感じている。
さらに，若手の会は，研究分野や方法論の違い

を越えて対話が生まれる点にも価値があると感じ
ている。専門が異なるからこそ生じる素朴な問い
や視点は，自身の研究を客観的に見直す契機とな
る。学術的な成果だけでなく，キャリアパスの不
透明さや，ライフイベントとの両立といった，若
手特有の切実な課題について語り合える場である
ことも，若手の会ならではの魅力である。
　若手の会での出会いは，もしかすると生涯にわ
たる関係性へと発展するかもしれない。この場で
築いた絆が，長い研究者人生をともに歩む仲間と
の出会いになることを，私はひそかに期待してい
る。

（若手の会幹事　佐藤優介）
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